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先見性ある先代社長が
脱サラして創業
創業経緯からお聞かせください。

泉　創業は昭和49年。創設者は現
在の会長である小野英寿（茨城県
出身）です。
当時の小野社長は、オイルショッ

クの最中での創業でもあり、大変
ご苦労されたとお聞きしており
ます。
東海村と大洗町にあった旧日本
原子力研究所と旧動力炉核燃料開
発事業団（現日本原子力研究開発
機構；JAEA）が主なお客様で、当
時連携していた日立電線㈱と共同

で、それら原子力関連施設向けの
仕事を軸にして、設計と全体取り
纏めをS.P.エンジニアリングが担
当、製造・検査・工事を日立電線
㈱にお願いし、両社の総合力でエ
ンジニアリングの仕事をしており
ました。
小野社長は、営業から設計・製
造管理・検査・現地工事の全てを
纏め、お客様の信用を得て基盤を
築き上げられました。これが当社
のエンジニアリングの礎となり、
創業から今年で35年目を迎えるこ
とができました。
尚、社名は制約があって当初カ
タカナで申請し、その後、現在の聞き手　当社社長　影山俊男

エンジニアリングとは、人・材料・設備・
機械などの統合されたシステムを対象と
し、その設計・要素調達・工事運用を
行い、そこから生ずる結果が目的に最適
な形で実現するように行う一連の活動を
いいます。そしてプラント建設や大型機
械装置の開発に際しては、設計からア
フターサービスまでを引き受けるエンジ
ニアリング企業の存在が不可欠とされて
います。会社の創業当時からエンジニア
リングを業とし、今では製鉄機械と原子
力関連機器で強みを発揮する茨城県日
立市に本社を置く、S.P.エンジニアリン
グ㈱の泉富栄社長を訪問して、創業の
経緯からビジネスモデルの内容及び今後
の展望と課題をお聞きしました。

代表取締役社長  　泉
いずみ
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S.P.エンジニアリングに変更して
います。

現社長は創業者の人柄
に惹かれ日立製作所を
辞めて入社
泉社長はいつ社長にご就任された

のでしょうか。

泉　私は新潟県新潟市（旧新津市）
の新津工業高校機械科を卒業し、
18歳で日立製作所日立工場に入社
しました。原子力関係の設計をし
ていましたが、縁あって昭和55年
3月に当社へ転職して、平成14年
12月、社長に就任しました。今年
で8年目になります。
経緯を少し説明させていただき
ますと、昭和48年3月日立工場に
入社して3～4年経った頃です。「大
会社に定年までいるのは安泰でよ
いが、一つの歯車で一生を終わる
のはどうなんだろうか。苦労する
かもしれないが、色々な仕事を経
験してみたい」と想うようになり
ました。それを親に申し出ると、「3
～ 4年で何が分かるんだ、あと3年
辛抱しろ！」と言われました。

日立工場では原子力用燃料を製
造するウラン濃縮用遠心分離機本
体の設計に従事し、ドラフターを
使ってA0サイズのロール紙に手や
腕が真っ黒になるまで図面を作成
したり、強度解析・製作品や購入
品の手配などの仕事を主にしてい
ました。
設計不良を出して現場の組長さ
んから「加工や組立ができないよ
うな図面を出すな、再製し再作業
するのに時間とお金がどれくらい
無駄になるのか分かっているの
か、徹夜してでも正しい図面を早
くもって来い」と厳しい指導を受
けました。設計ミスをすると大変
な事になってしまい、迷惑を掛け
てしまうことを痛感しました。当
時は残業や徹夜での仕事は当たり
前でしたし、ひとつの仕事が完結
した時の達成感がありました。ま
た、設計の立案・解析・企画・計
画等の仕事も経験させて頂きまし
た。日立工場で学んだこと、ご指
導いただいたことが、私の礎にな
りました。
当社を知ったのは、私が日立工
場で6年経過した時です。当時の
職場にS.P.エンジニアリングから
出向された方がいた関係から、当
社に2 ～ 3度足を運ぶうちに小野
社長の人柄に惹かれ、「この会社で
働いてみよう」と決意し、25歳の
時に日立製作所を退職しました。
当社のような中小企業では、営
業から設計・製造管理・検査・現
地工事の全てを1人で纏めなけれ
ばなりません。
私は入社して直ぐに小野社長に、
原子力の仕事を任せて頂きました。
日立工場での原子力の設計経験が
あったにせよ、営業やお客様との
渉外関係の経験が無く、最初はお
客様にご迷惑をかけたり、苦言を
頂くことの繰り返しでしたが、接
した方々にいろいろ教えて頂きな

がら徐々に仕事の纏め方を身に付
けていけるようになりました。
小野社長の頑張りによって新た
に製鉄機械（圧延機）の仕事も開
花していきました。それに伴い人
も増え、10年経った時点で社員は
10名以上になり、売上も伸びてい
きました。
また、小野社長から機会あるご
とに後継者について相談を受けて
いました。そしてある時、小野社
長から、「ちょうど区切りもよいし
将来を考えると、この辺でバトン
タッチしよう」と言われました。
　正直いってどこの馬の骨ともわ
からない私に、会社の行く末を託
してくれたのです。嬉しいという
よりは、責任の重さをひしひしと
感じました。

小野会長の教えと今も
大切にしている原理原則
泉社長の経営方針もしくは経営

理念についてお聞かせいただけ

ますか。

泉　経営方針として特定したもの
はありませんが、お客様と社員と
ご協力会社の皆さんが、仕事も生
活も満足して頂ける場所が当社と
なるよう努力しています。父親か
ら「お前は“努力”しろ！“努力”
すれば必ず道は開くことができ
る！」と言われてきました。私は
今でもこの言葉を脳裏において努
力していきたいと思っています。
小野会長から教えられた事はた

くさんあって、今もそれらを守って
います。お客様との接し方、営業
と経営に対する魂の入れ方、社員
に対する思いやり、協力していただ
く会社に対する気配りなどです。
また、ビジネスは仕事がなけれ
ば成り立ちませんので、お客様が
我が社の方を向いてくれるよう、
常に技術力を失わないよう日々努
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めています。さらには、いただい
た仕事は納期どおり、品質も全て
満足していただくためには、どう
すればよいのかを常に考えて仕事
をするようにしています。

泉社長としては、どんな点に心掛

けておられるのでしょうか。

泉　私が心掛けている事は、仕事
をやる上での原理原則を厳守して
いることです。
原理原則とは、安全・品質・納期・
コストの4つで、その順番は今申
し上げた通りです。順番が逆であっ
たり前後したりすると、何かしら
の弊害が出ます。特に安全は一番
でなければなりません。なぜなら
ば、お客様の所に行って作業をし
ている最中に、人身事故を起こせ
ば工場への出入りは禁止になりま
す。そうなると、長い歳月をかけ
て積み上げてきた会社の信用・信
頼は一瞬にして無になります。当
然ながら大きな損失も発生します。
ですから安全が一番目です。
二番目の品質は、納期どおりに
製品を納めたとしても、お客様が
要求する品質になっていなければ、
お客様に迷惑を掛けることになり
ます。お客様からいただいたスペッ
ク（仕様書）はこうだが、我々の
目線でみるとこの方がよい、とい
うケースが多々あります。そうし
た場合はお客様の立場・要求仕様
を十分尊重し、よく話し合いお客
様に納得いただいてから製作に着
手します。品質管理をきっちりと
行ない、お客様に高品質の製品を
提供することです。
三番目の納期は、いくら良い製
品を納めても、決められた納期を
守らなければお客様にご迷惑をお
掛けすることになります。工程管
理をきちんと行って、納期が遅れ
ないようにしています。
最後のコストですが、経営者の

立場に立つとお金は一番気になる
ところです。しかしながら、利益
がもっと欲しいからといって悪知
恵を働かせ、お客様からお金を捻
出させたり、ご協力いただいてい
る製作協力会社へ無理なネゴをす
れば後が続きません。適正な受注
金額と適正な発注金額を見定める
ことが大事です。

今、社員は何名ですか。

泉　正社員が20名、パート社員が
15名います。パート社員の皆さん
の大半は日立製作所で製鉄関係の
仕事を永年手掛けてきた専門家で
す。そのOBの方々から当社の製
鉄機械関係に多大なご支援を頂い
ており、心から感謝いたしており
ます。
また、私自分の能力は自分が一
番良く知っています。人一人がで
きる仕事量は限界がありますので、
仕事をやる際には、みんなで話し
合い、賛成・反対の意見を訊いて、
お互いが納得する形で進めるやり
方を採っています。

工場を所有しないものづく
り企業であることが特徴
業務内容について少しご説明して

いただけますか。

泉　社名のS.Pとは、システム&
プロジェクトで、そこにエンジニ
アリングが付いていますので、直
訳すると「仕事のやり方を考案す
る技術会社」、トータルソリュー
ションと企画運営を行う会社とな
ります。
業務内容は、機器・装置等の計
画段階における立案から、詳細設
計、製作、組立、検査、引き渡し
に至るまでのトータルソリュー
ション及び現地での据付工事、試
運転等、お客様のご要望に応じた
サービス活動全般を行っています。

得意分野である、製鉄機械と原
子力機器を主軸に、様々な研究開
発機器等も設計・製作しています。
また、昨年、「放射性廃棄物用減容
処理装置」を開発して、新しい事
業分野の確立とお客様開拓を目指
しています。
社内部門としては、大きく分けて

設計部門と製造部門があります。設
計部門では、お客様の要求に応じ
て基本的なエンジニアリングを構築
し、立案・計画、詳細設計、ドキュ
メント作成、調達品の選定、製作部
門への製作指示等を行います。
製造部門では、主に工程管理・
製作手順・方案等の作成と製作に
協力して頂く製造会社様への指導
等を行っています。当社は製造業
でありますが、自社工場を所有し
ないファブレス（fabless）業態を
取っています。この点が当社の一
番の特徴です。製造会社様とはパー
トナーとして協力と信頼関係を築
き、一緒になって「ものづくり」
をすることを大事にしています。
このようなファブレス業態を通
して、平成21年6月期の売上高は
19億69百万円になりました。ただ
し、今期は世界経済低迷の影響か
ら約10億円の売上に半減する見通
しです。
　

エンジニアリングを支える
技術を見極める目を備える
ファブレスでそれだけの業績を上

げるとなると国内外に協力会社は

何社くらいあるのでしょうか。

泉　委託（アウトソーシング）し
ている製造会社様のうち、最終組
立から総合試運転まで行なってい
ただける会社は、製鉄機械関係は
国内に約10社、海外は中国・韓国
にも約10社あります。原子力関係
は国内のご協力会社へ発注してい
ます。当社製造部門は、ご協力会
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社にスーパーバイザーとして出向
き一緒になって、工程管理・組立
/調整、試験検査を行います。

国内会社の中に地元の企業はある

のでしょうか。

泉　地元、特に日立市内には、残
念ながら当社がお取引しているご
協力会社で、最終組立から総合試
運転までをご協力してくださる会
社はありません。今後、地元でご
協力いただけるパートナーを見つ
けていきたいと思っています。

茨城県に原子力関連施設がたくさ

んあってもそのような状態ですか。

泉　単品部品を造っていただける
会社はありますが、当社が扱って
いる機器や装置を最終組立から総
合試運転までご協力いただける
パートナーは少ないです。

そうしますと御社の提供する「価

値」（サービス）の本質は、どう見

ればよいのでしょうか。

泉　例えば、溶接などの特殊作業
があります。お客様の仕様を元に、
強度面・性能面、さらには設計者
の想いというものを理解しながら、
溶接しなければなりません。非破
壊検査等を行なって健全性や品質
を保証しなければなりません。た
だ単に接合ができていればよいと
いうものではないのです。

そこで当社では、図面だけでは
なく、製作要領書・指導書やマニュ
アルを作り、関係者を集めて説明
し指導をしています。さらには、「分
からない事があったら、やってか
らではなく、やる前に必ず連絡し
てください」と指導します。そこ
までやっても万が一ミスが起きた
時は、どうするかを考えて是正処
置を行います。
常時こうした緻密な指示をして、
何か事あれば全て当社で答えられ
るようにしています。対策指示が
出せなければ「ものづくり」はス
トップしてしまいます。1時間使う
と1万円もかかる工作機械もあり
ますので、無駄な時間はゼロにし
なければなりません。そうした協
力会社への対応力が当社の価値で
あると思っています。
視点を変えると、「お客様が当社
に仕事を頼めば、手間がかからず
安全に品質どおりの製品が要求期
日に納入する。どうぞご安心くだ
さい。」となります。時々お客様か
ら、「御社の強みはどんなところで
すか」と質問されます。私は、「エ
ンジニアリングを支える技術力、
技術を見極める確かな目を備えて
いることではないでしょうか」と
申し上げるようにしています。当
社は中小企業ですからマンパワー
と資金力に限りがあります。です
が、それを強みとして、やれる範
囲の仕事に取り組んでいるところ
です。

ファブレス業態で
成功するための要素
デザインレビューという文字が会

社のパンフレットに見られます。ま

た、御社のリクルート条件の中に

「絵を書く、デザインが好きな人」

と書かれておりますが、関連する

点があるのでしょうか。

泉　デザインレビューですが、こ
れは設計者が書いた設計図および
設計図書類の検討や検証のことで
す。人間が考え、人間が書くもの
ですからミスが残存しているケー
スがあります。技量の違いによっ
てもヒューマンエラーが生じま
す。それをきちんとチェックしな
いと間違った製品が作られてしま
います。
また、当社の採用条件欄に図面
を書けて読めること、と書いてい
ますが、それができないと仕事が
先に進めません。お客様から提供
された図面を基に製作する場合と、
当社で設計する場合の2通りがあ
ります。いずれにしても図面を解
読し、製図できる技量がないと仕
事にならないのです。
先ほどのデザインレビューにつ
いてですが、必ず全部をチェック
して、工場側（協力会社）に負担
のかからないようにしています。
加えて、営業担当者は技術に関
する知識を持たなければなりませ
ん。そうでないとお客様との商談
話が前に進みません。幸い当社で
は、設計技術を身に付けて、その
上で営業をやり、しかもお金（見
積等）が見られる人材が多数おり
ます。こうした点もファブレス業
態で成功した要素ではないでしょ
うか。

新聞で紹介された「放射性
廃棄物用減容処理装置」
1月中旬に御社の自社製品が新聞に

紹介されました。概要をお聞かせ

いただけますか。

泉　不況の声が高まった去年は、
当社にとって自社開発品に取り組
むチャンスの年と考えて、人材教
育と新しい分野の研究開発に注力
しました。そうした中で製品化の
目処が立ったのが、新聞で紹介さ
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れた「放射性廃棄物用減容処理装
置」です。
簡単に説明しますと、原子力関
連施設から発生する低レベルの放
射性廃棄物を減容（容積を減少さ
せる）するための装置です。専門
用語になりますが、グローブボッ
クス・フード・気密BOX等から排
出されるグローブやインナーリン
グ・排気フィルタ等を破砕機で細
かく破砕してビニールパックに入
れて真空減容するものです。
すでに特許を出願しました。デ
モ機も年内には完成し、それを社
内に設置して、関係するお客様に
デモンストレーションを行い、評
価していただく予定でいます。そ
して、近い将来、原子力関連施設
への導入を視野に入れて機能の向
上とサイズのコンパクト化を図る
設計を進めていきます。

売り込みはこれからですか。

泉　売り込み先はほぼ決まってい
ます。ただし、放射線を扱うもの
ですから、隔離するボックスをつ
くらなければならないし、前後の
装置システムも考えなければなり
ません。これらを合わせてお客様
にプレゼンテーションしますので、
売り上げが立つのはもう少し時間
がかかる見通しです。この製品は、
私が陣頭指揮をとって魂を入れて
進めていますので、絶対ものにし
たいと思っています。

世界各国で原子力発電
の建設が進む
今後の展望です。一つは、これか

らのエネルギーを考えると、原子

力の比重が増す方向にあると思う

のですが、国の原子力政策はどう

なのでしょうか。業界に精通して

いる経営者としての見方をお聞か

せいただけますか。

泉　地球温暖化、CO2の削減、廃
棄物関係からみると地球は汚れ
てきています。日本、米国、先
進国が一丸となって環境を改善
しようとしていますが、ECOエ
ネルギーとして一番の方策は原
子力発電を推進することではな
いかと考えます。
日本では2023年までに15基の原
子力発電所が建設される計画です。
また、海外では、2030年までに
200基以上がつくられる計画です。
このように日本を含めて世界各
国が原子力発電所の建設を推進し
ようとしていますので、自社開発
した「放射性廃棄物用減容処理装
置」の市場もこれから大きく膨ら
むでしょうから、この装置と今後新
規に開発するものも含めて、将来
的には売上全体の2～ 3割まで持っ
ていければ良いと思っています。

製鉄関係も来年度は回復
全体的に需要が落ち、生産設備を

リストラしなければならないという

話があります。製鉄機械の需要は、

どの様な見通しでしょうか。

泉　世界の製鉄機械市場を見た場
合、今年12月までは厳しいと思い
ます。国内の自動車産業や中国の
一部地域で立ち直りをみせている
ものの、全体を回復させるまでに
は至らないと思われます。当社に
限定すれば、今年は我慢の年であ
り、23年度になれば回復して売上
高も伸びるものと期待しています。
自社開発品の売上も期待し、23
年度以降の総売上額は20億円超え
を目指したいと思っています。
また将来展望として、韓国、中国、
インドも含めて取引を拡張してい
きたいという思いがあります。そ
して、製鉄関係だけではなく、原
子力関係も含めた多業種に参入し
たいと思っています。

優秀な人材を採用したい
経営上の課題としてはどの様な点

があげられるでしょうか。

泉　社員の年齢構成を見ると、昨
年入った3人を除いた平均年齢は、
高齢化してきていますので、これ
からのことを考えれば、若手を採
用しなければなりません。
去年、高卒3人を採用して教育
と指導を進めているところですが、
当社の仕事は専門性が高いため、
一人前の仕事ができるようになる
までには、概ね10年ぐらいかかり
そうです。また、人材育成には労
使間の信頼関係が大事です。そし
て10年もの間、若い人がじっと耐
え忍んでくれるかという悩ましい
問題があります。
雇用環境は依然厳しいようです
が、当社の仕事内容から察し、大
学卒と高卒で特に理工系で優秀な
人材が来てくれることを願ってい
ます。

新しい機械装置を開発するにあた

り産学連携などは行われているの

でしょうか。

泉　JAEA（日本原子力研究開発機
構）や、ひたちなかテクノセンター
と連携をとって研究開発を計画し
ています。また、日立地区産業支
援センターにもご支援いただいて
います。地元にある茨城大学工学

原子力グローブボックス現地試験状況
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本社所在地
設 立
資 本 金
事 業 内 容

従 業 員
売 上 高

〒317-0074　茨城県日立市旭町2丁目2番11号
1974年10月
1,000万円
製鉄機械設計・製作、原子力関連機器設計・製作、プ
ロセス計装設計・製作、各種省力化装置設計・製作、
他各種プラント設計・製作、各種装置据付け工事、
各種電気工事
正社員20名、パート15名
19億69百万円（09年6月期）

S.P.エンジニアリング 株式会社
会社概要

代表取締役社長 泉　富栄

本社社屋

部とは具体的な取り組みはこれま
でありませんでしたが、今後連携
をとっていきたいと考えています。
つくばの産業総合研究所や高エ
ネルギー加速器研究機構とも連携
をとりたいと思っています。
私たちの生活は多様化し、健康
管理や安全管理、生活品の高品質
化が求められるようになってきて
います。地球温暖化防止やテロ対

策も真剣に考えていかなければな
りません。それらの管理や改善に
寄与できる装置やシステムを、産
学連携をしながら築き上げていき
たいと考えています。

ありがとうございました。御社

の業務は単に機械装置を作るだ

けでなく、稼働後も維持メンテ、

設備診断、改善提案をしながら

お客様の経営に大きく貢献して

いることが良く分かりました。

こうしたエンジニアリングの仕

事は、長期的かつ総合的な見地

から次世代のプラント設備へと

受け継がれ、お客様の社業発展

を約束するものと確信しました。

ますますのご繁栄を祈念いたし

ます。

『仕事のやり方を　考案する　技術会社である』。こ

れはシステム&プロジェクトエンジニアリングの社

名の意味するところを表現した言葉で、会社案内に記

載されています。当社は広い意味でのモノづくり企業

ですが、最大の特徴は「仕事のやり方を考案する技

術」、すなわち総合エンジニアリング力を中核に据え、

製鉄機械や原子力機器などの製造におけるトータルソ

リューションを行っていること、機械・部品製造など

を国内外のパートナーに委ねた「工場を持たない製造

業」という点です。

当社の強みは何かという質問に「我々は中小企業で

すから大手メーカーと同じ土俵で戦うこ

とはしません。お客様が欲している機能

そして部品・機械のイメージをデザイン

レビューし、設計という作業で具体化す

る。それを元にして製造パートナーと意

思疎通を図りながら作り込む。そして組

立、検査、引き渡し。さらには据付工事、

試運転指導などお客様の要望に応じた

サービスをトータルで行えることでしょ

うか」と答えていただきました。しかも

手掛けている機械の発注元は誰もが知っ

ている大手有力メーカーばかり。中小企

業でありながらそこまでやっているのかという当方の

驚きを察してか、「当社は中小企業、まだまだです」

と謙遜する泉社長でした。

高いレベルの設計力、製造パートナーとの品質やモ

ノづくりに関する価値観の共有、そして発注元が安心

できる工程管理。これらが当社の事業の強みを表わす

キーワードでしょうか。

当社には地元大企業で品質検査、工程管理などの仕

事に長い間携わってきたベテラン・エキスパートたち

が勤務しています。若い技術者に対して技術面はもち

ろんトータルソリューションのツボ、お客様との折衝

のやり方などの指導も行っているそうで

す。眼下に太平洋を望む気持ちの良い休

憩室、そこでベテランを交えた社員間で

様々な情報交換がなされ、新しいアイデ

アが生まれ、明日の活力につながってゆ

くのでしょう。

大変厳しい環境ですが、地元ではあま

り見られないモノづくり企業のための

トータルサポート会社。エンジニアリン

グ力を武器に、自社製品の開発、海外展

開のさらなる拡大など、今後大いなる発

展が期待される取材でした。（影山記）

取
材
を
終
え
て
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